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三
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七
回
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平
成
二
十
八
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十
三
回
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二
十
二
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平
成
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八
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二
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三
回
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平
成
十
二
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二
十
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回
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平
成
八
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十
三
回
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平
成
二
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五
十
回
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昭
和
四
十
八
年 

百
回
忌     

大
正
十
二
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▼
令
和
四
年(2

0
2
2

)

来
年
度
の
年
回
忌

表
で
す
。
当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
本
堂
に
は
張
り
出
し
し
て
い

ま
せ
ん
。
正
当
各
家
に
は
十
一
月
中
旬

に
通
知
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申
し

込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
▼
「
周
」
は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を

意
味
す
る
言
葉
で
、
亡
く
な
っ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
一
め
ぐ
り
し
た
翌
年
の
そ
の

日
を
一
周
忌
と
呼
ぶ
。
回
忌
と
は
亡
く

な
ら
れ
た
日
を
最
初
の
忌
日
と
考
え

て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三
回
忌
」
と

な
る
。
以
降
は
丸
六
年
目
が
七
回
忌
、

丸
十
二
年
目
が
十
三
回
忌
と
な
る
。 

 

 

こ
の
た
び
当
寺
の
三
男
、
神
田
恭
真

（
三
十
五
歳
）
は
関
川
村
下
土
沢
の
龍

峰
山
雲
泉
寺
に
於
い
て
、
十
月
十
六
日

十
七
日
の
両
日
、
寺
院
四
十
六
名
、
檀

信
徒
百
名
の
出
席
に
て
、
江
湖
會
を
修

行
し
雲
泉
寺
二
十
九
世
の
法
灯
を
継
ぎ

ま
し
た
。 

恭
真
は
昭
和
六
十
一
年
六
月
十
七

日
広
厳
寺
住
職
の
三
男
と
し
て
出

生
、
十
歳
の
時
、
平
成
八
年
八
月
に

長
男
、
二
男
と
共
に
得
度
。
駒
大
付

属
岩
見
沢
高
校
仏
教
専
修
科
、
駒
沢

大
学
仏
教
学
部
を
卒
業
す
る
と
、
愛

媛
県
新
居
浜
の
瑞
應
寺
専
門
僧
堂
に

三
年
安
居
す
る
。
送
行
し
た
秋
に
四

国
八
十
八
カ
所
札
所
を
徒
歩
で
巡

る
。
翌
年
春
に
は
大
本
山
永
平
寺
に

一
年
間
安
居
し
て
修
行
を
終
え
た
。 

平
成
三
十
年
縁
あ
っ
て
雲
泉
寺
の

後
継
者
と
な
り
、
先
代
片
野
徹
榮
方

丈
様
を
補
佐
し
な
が
ら
檀
信
徒
と
の

つ
な
が
り
を
持
ち
、
令
和
三
年
三
月

先
住
引
退
に
伴
い
二
十
九
世
住
職
に

任
命
さ
れ
た
。 

雲
泉
寺
は
大
本
山
總
持
寺
を
開
か

れ
た
瑩
山
紹
瑾
禅
師
、
そ
の
弟
子
の

峨
山
韶
碩
禅
師
（
峨
山
禅
師
に
は
二

十
五
人
の
弟
子
が
お
ら
れ
た
）、
そ
の

二
十
五
哲
の
一
で
あ
る
源
翁
心
昭
大

和
尚
が
開
山
し
て
い
る
。
約
六
百
五

十
年
の
歴
史
が
あ
る
由
緒
あ
る
お

寺
、
恭
真
は
瑞
應
寺
楢
崎
通
元
老
師

の
も
と
で
僧
侶
と
し
て
の
生
き
方
を

学
ん
だ
。
幼
少
か
ら
の
書
道
は
瑞
應

寺
で
更
に
影
響
を
受
け
、
今
も
続
け

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
一
住
職
と
し
て

本
当
の
修
行
が
始
ま
る
。 

江
湖
會
無
事
円
成 

 

住
職
に
な
る
儀
式
を
山
に
晋
む
と
書

い
て
「
晋
山
」
（
し
ん
さ
ん
）
と
言
い
、

併
せ
て
結
制
安
居
（
け
っ
せ
い
あ
ん
ご
）

と
い
う
大
事
な
修
行
を
勤
め
ま
す
。
こ
の

結
制
安
居
を
江
湖
會
（
ご
う
こ
え
）
と
呼

び
ま
す
。
今
か
ら
二
千
五
百
年
前
、
お
釈

迦
様
が
定
め
ら
れ
た
修
行
方
法
で
す
。
お

釈
迦
様
在
世
の
時
代
、
雨
期
九
十
日
間
は

外
出
困
難
な
た
め
に
、
弟
子
た
ち
は
み
な

お
釈
迦
様
の
も
と
に
集
ま
り
仏
道
修
行

に
専
念
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

雨
安
居
ま
た
は
結
制
安
居
と
言
い
ま
す
。 

 

後
に
仏
法
が
中
国
に
伝
わ
り
、
禅
宗
が

栄
え
た
江
国
・
江
南
地
方
で
盛
ん
に
こ
の

結
制
安
居
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
住
職
は
少
な
く
と
も
一
度
は
修
行

僧
を
集
め
、
昔
な
が
ら
の
修
行
生
活
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
仏
法

を
受
け
継
ぐ
曹
洞
宗
で
は
今
日
で
も
変

わ
ら
ず
昔
の
と
お
り
の
修
行
を
し
て
い

ま
す
。
禅
の
栄
え
た
中
国
の
江
西
省
・
湖

南
省
に
ち
な
み
こ
の
儀
式
を
「
江
湖
會
」

と
言
い
ま
す
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